
地

球

第
甘
九
番

第
囲
戟
昭

和
八
年
-

-

金
棒
市
並
び
に
富
山
願
石
動
町
附
渡
の
箱
三
紀
暦
(

二

)

小

野

山

武

文

五
､
化

石

動

物

群

化
石
動
物
群
の
紀
蓮
に
入
る
ほ
先
立
ち
､
本
文
中
に
於
で
筆
者
の
用
以
る
所
の
術
語
の
説
明
を
試
み
る
｡

現
壁
種
に
就

い
て
用
S
ら
れ
る
も
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
.1

(
S
)

(
イ
)

黒
潮
要
素

主
と
し
て
簡
南
日
本
に
分
布
す
る
種
ほ
し
で

横

山
致
投
の

=

K
uro
sio･
t
y

pe
speci
e

s"

rj
E

(
エ

ロ
本
要
素

日
本
に
限
ら
れ
て
分
布
す
る
種
に
し
て
p

横

山
教
授
の

こ
J
a
p
on
ic･
typ
e
sp
ecies
"
が
之

に
常
-
乾
に
之
を
本
来
の
円
本
要
素
と
本
来
の
黒
潮
種
が
北
上
し
て
現
在
日
本
中
部
以
南
に
頗
-
分
布
す
る
種
及
び

本
水
の
親
潮
種
が
南
下
し
て
現
在
'
円
本
中
部
以
北
に
分
布
す
る
種
に
分
ち
日
本
要
素

(
S
.S
.)'
南
日
本
要
素
'

北
日
本
翼
素
と
呼
ぶ
革
が
あ
る
｡

V
卿
E

(
こ

親
潮
要
素

主
と
し
て
北
日
本
に
分
布
す
る
も
の
に
し
て

横

山
数
綾
の
=
O

y
a

sio
･ty
p
e
s
p
ecie
s
"

銀

将
印
灘
び
に
･1:=山
嚇
石
動
町
附
妃
の
節
三
和
暦

71盟



地

球

節
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九
穆

第
四
妹

高
大

絶滅種に対して用以る79のは次の四つである｡

(ニ)過去の黒潮要素(ホ)過去の日本要素(へ)過去の親潮婁素

(ト)過去の日本海要素過去の日本要素の一部ほ過去の親潮要素の一部を加へたもので其の分

布が主とし三選日本と考へられる所のものである｡

荷p酉南日本及び中央日本と云ふが如きは概念的のものであって厳寒を限界と云'ふものは輿へて

無い蔀を附記して置-0

A甫墾沓紋の化石動物群

ィ､湯ノ谷暦の化石動物群(化石表24､25)

湯の谷暦最上層の常夜色細粒砂岩よ-は其の上下を間はず相皆豊富は介化石を産する｡最も普通に得られるものはArcayunotaniensisn.sp.及びOlivettafortunei(呂arrat)はして此の育次色砂岩層の略中位は替る約三十糎の厚rbを有する石衣質の硬い砂岩暦よ-は此の両者が密集して産増し其のArcayunotaniensisの殆んど総てがbo叶hvalves:ctosedの状態にある｡叉此のArcaは商蟹谷舵の化石動物群中に於ける最も蚤妥在る79のの一つで八尾就中よ少健産するArca二種の内其の小型のものと傘-同一種である｡肋数は二十正使乃至二十大使あ-.成介は於でnへ其の直種が一

姫を越えるものは乗って少い0



桐
比
の
両
者
の
外
に
著
し

い
も
の
は
t
P
ecten
k
agami
anu
s
Y
o
koyam
a,
C
u
ttettu
s
i2Tu
m
OenSis
Y
ok
oyam
a

E
u
n
aticin
a
y
u
n
ot
an
ie
nsis
n
.sp
.,
N
assar
ia

n
ak
am
u
ra
i
X
u
T
Oda
で
E
u
n
at
ic
ina

を

除
-
他
の
も

の
は

3ldr汎

何
れ
も
過
去
の
日
本
海
要
素
に
し
て
出
雲
叉
は
信
濃
の
第
三
紀
暦
に
於
て
知
ら
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
｡

ロ
.
減
ケ
原
潜
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

22
､
23
)

戴
ケ
原
暦
に
は
薯
し
き
化
石
昔
が
上
下
二
背
あ
る
事
は
欧
は
圏
序
細
説
の
朗
で
述
べ
た
｡
其
の
下
部
(
化
石
衷
23
)

の
圏
よ
-
政
も
普
通
に
得
ら
れ
る
も
の
は

L
im
o
p
sis

tok
aiensis
Y

okoya
m
a)
A
r
ca
y
un
otan
ie
n
sis
n
.sp
..

P
e
cte
n
k
aga
m
ia
n
u
s
Y
o
k
oyam
a.
V
ols
elta
m
o
d
io
la
(Li
n
n
6
)
}

Crassatetlite
s
obton
g
atu
s
kag
aen
sis

n
.
su
b
sp
.
ほ
し
で
其
の
他
の
種
は
至
っ
て
少
を

い
｡

又
其
の
上
部

(
化
石
衷
22
)
の
暦

よ
み
普
通
に
産
す
る
も
の
に
は

A
r
c
a

及
び

P
e
ct
en
の
外
に

V
ene
ricardi
a

m
am
po
n
.sp.,
G
ty
cym
eri
s
y
es
soen
sis
(S
o
w
e
rb
y
)

v
ar.,
D
o
sin
ia

ja
ponica
trosch
eti
Li

s

ch
ke
.

E
un
aticin
a
y･u
n
otanien
sis
n
.sp
.,
0
tiv

et1a
f

ortu
n
ei
(琵
a
T
rat).B
u
ccin
u
m
shin
anoen
se
K
u
ro
d
a
?
が
あ

る
｡
之
等
の
中
で
政
も
豊
富
に
出
る
も
の
は

V
en
eri
cardia
及
び

G
ty
c
ym
eris
に
し
て
湯
ノ
谷
暦
の

A
rcaの
如

-
殆
ん
ど

bothv
al
v
es
closed
の
状
態
で
産
す
る
｡

湯
ノ
谷
野
及
び
減
ケ
原
潜
･L･"

威
し
た
化
石
線
種
数
は
二
十
種
､
其
の
内
､
種
の
同
定
せ
ら
れ
た
も
の
十
七
種
の

内
p
.光
耀
は
新
篠
に
L
tで
現
生
種
は
八
種
で
あ
る
｡
此
等
南
蟹
谷
枕
の
動
物
群
を
各
要
素
に
分
析
す
れ
ば
､
最
も
優

勢
な
る
も
の
は
過
去
の
日
本
海
要
素
及
び
親
潮
婁
素
は
し

て'
戎
･ctは
盆
-
日
本
婁

索
と
見
放
さ
る
べ
き
も
の
の
み

で
あ
-
黒
潮
婁
索
は

ti
っ
も
存
在
し
な

い
｡
即
ち
化
石
を
産
す
る
南
蟹
谷
統
上
部
の
沈
積
時
代
は
金
-
親
潮
の
影
響

余
押
印
北
び
に
小.･=山
蝦
石
軌
町
附
虹
の
堅
二
縦
倍

J
恵

三
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飾
十
九
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71宍

下
に
無
か
っ
た
事
が
明
か
で
あ
る
｡

Pa

五
位
山
統
化
石
動
物
群

五
位
山
統
上
部
の
下
中
層
中
に
は
相
歯
仙警
拭
け
化
石
を
産
す
る
が
椎
の
数
は
至
っ
て
少
-
塞
者
の
採
蒸
し
だ
も
の

は
僅
か
攻
の
三
櫛
に
過
ぎ
な
い
(化
石
衷

21
)
｡
即
ち

T
ettin
a
o
p
ti
vaY
ok
oy
am
a.
T
e
ttin
a

izu
ren
sis
Y
ok
o
･

y
am
a
と

C
u
ttettu
s
i2;u
m
OenS
i
s

Y

ok
oy
am
a
で
何
れ
も
過
去
の
日
本
海
要
素
と
見
倣
さ
る
ベ
p
Jも
の
で
あ
る
｡

C

大
桑
続
の
化
石
動
物
群

ィ
､
法
林
寺
暦
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

20
)

法
林
寺
部
落
の
宙
西
鶴
､
小
川
中
は
露
出
す
る
小
磯
を
含
む
泥
質
砂
岩
中
よ
-
採
集
し
柑
た
介
化
石
の
線
種
数
は

四
十

一
種
で
其
の
内
簿
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

P
e
le
cyp
oda

･･
2
O

Seap
h
op
od
a

G
as
t

rop
od
a

N
u
m
be
r

of
d

eter
m
in
ed
sp
e
cies

N
u
m
b

er
o
f

r

ecen
t

p

etecyp
od
f

o1･m
S

N
u

m
b
er
o
f

r
e
c
e
n
t

s

cap
h
opo
d

f

or
m

s

N
u

m
b
er
o
f

recen
t
g

ast
1
･Op
Od
f
o
r
m

s

ー2)36
)
20

To
t

al
n
u
m

b

er
of
re
c

ent
s
p
e

cie
s

ト)
C)(
X)



P
ercen
tag
e
of
r
ecen
t
fo
rm
s
to
total
d

etermi
n
ed
s
p
e

cies
････三
･･5
5
16
%

P
e
I･Cen
ta
g
e
O
f
e
x
tin
ct
for
m
s

4
4
.4
0/a

政
も
普
通
に
村
ら
れ
る
稀
は

A
cila
in
sig
n
i
s
(G
outd
).
G
ly
cy
m
eri
s
sp
.

c
f.
v
estita
(D
u
n
k
er)
,
P
e
cte
n

k
u
rosa
w
aen
sis

(Y
o
k
oy
a
m
a
).

V
en
er
i
card
ia

fe
rru
gi
n
o
sa

(A
.A
d
a
m
s
e
t

R
e
e
v
e
)

,

M
er
cen
ari
a

y
ok
oy
am
ai
(M
a
k
iy
am
a
),
A
re
a

a
m
icu
la
Y
ok
oy
a
m
a.
S
pir
otrop
is
con
trari
a
(Y
ok
oy
am

a
).
Se
a

rtesia

jap
on
ica
Y
ok
oy
am
a.
T
umi
t
e
tl
a
sa
i
s

h
u
e
n
sis
Y
o
k

oy
am
a
及
び

R
in
gi
cu
la

yoko
y
a

m
ai

T
a
k
ey
a
m
a

(M
.S
.)

に
し

て
G
ty
cym
eri
s
sp
.cf.v
estita
(D
u
n
k
er)
及
び

V
en
eri
card
ia
ferru
gi
n
osa
(A
.A
d
am
s)
を

除
-
他
の
種
は
何
れ
も
大
桑
暦
,L{
少
豊
富
は
得
ら
れ
た
種
で
あ
る
｡

特
性
的
種
と
し
て
馨
げ
ら
れ
る
も
の
は
t

C
h
i
one
tiara
(D
ittw
y
n
)
.

A
toid
is

scap
h
oid
e

s

(H
in
d
s
)
,

N
ass
arius

caelatu
s
d
ai
n
itien
sis
M
ak
iy
am
a
及
び

L
atrun
cn
tu
s
et
atu
s
(Y
ok
oy
a
m
a)
に
し
て
何
れ
も
､

(u)
掛
川
統
大
日
砂
岩
の
特
粟
的
積
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
桝
の
も
の
で
あ
る
｡
大
桑
暦
よ
･｡
は
仝
-
之
等
の
席
は
産
出

し
夜

い
0

法
林
寺
動
物
群
を
更
に
各
要
素
に
分
ち
て
比
較
し
て
見
る
な
ら
ば
'
澱
も
優
勢
夜
も
の
は
過
去
の
日
本
梅
要
素
に

現
在
の
親
潮
要
素
及
び
日
本
要
素
を
加

へ
た
も
の
で
あ
-
､
法
林
寺
動
物
群
の
樵
の
同
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
三
十
五

樺
よ
り
'
大
日
砂
岩
と
の
共
通
四
稀
及
び

G
tycym
eris
を
除
-
威
か
は
楓
..(
て
此
等
の
中
の
何
れ
か
は
儀
す
る
も

の
で
あ
る
0

佃
大
日
砂
岩
と
の
北
ハ過
疎
は
何
れ
も
黒
潮
系
統
樵
と
考

へ
ら
れ
て
居
る
.

食
相
和
北
.ぴ
に
什
川
山
糠
石
鋤
町
附
近
の
筋
三
紀
伊

ニ
究



地

球

節
十
九
懇

節
凹
雛

二
吾

I_■_一
/ヽ

以
上
に
記
し
た
法
林
寺
動
物
群
の
譜
特
質
よ
㌔

法

林

寺
静
は
大
日

階

に

常

上

曽
時
の
瓶
は
湯
ノ
谷
原
叉
は
減

ケ
原
暦
の
沈
積
時
代
よ
み
暖
-
'
現
在
の
富
山
轡
に
格
和
常
す

る
温

度
は
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
｡

Pl矧
E

現
在
の
嵩
･;-
轡
の
動
物
群
は
北
日
本
要
素
と
親
潮
要
素
及
び
南
日
本
要
素
よ
少
成
-

本
要
素
が
筒
口
本
要
素
よ
-
著
し
い
｡

ロ
.
大
桑
暦
の
化
石
動
物
群

大
桑
層
の
化
石
動
物
群
の
内
輝
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

其
の
親
潮
要
素
及
び
北
口

P
e
}e
ey
p
o
d
a

Sca
p
h
op
o
d
a

G
a
strop
o
d
a

T

otatn
u
m
b
e
r

N

u
m

b
e
r
o
f
d
eter
m
in
e
d

s
p

e
c
ies

N
u
m
b
e
r
o
f
re
ce
nt

p
el
e
cy
p
od

f
o
r
m
s

N

u
m
b
el･
O
f
r
e
ce
n
t
sca
p
h
o
p
o
d

f
or
m
s

N
u
m
b
e
r
of

re
ce
nt
g
a
strop
od
f
o
r
m
s

To
t
a
t

n
u
m

b

e

r
o
f

r

e
ce
n

t

sp

ecie
s

･-
I

･･･8
1

P
e1･
C
e
n
t
a
g
e
O
f
r
e
ce
nt

s
p
ec
ie
s
to
t.o
t
a
l
d
e
t
e
r
m
in
e
d
s
p
ec
ie
s

P
er
c
e
n
t
a
g
e
o
f
e
舛
tin
c
t
sp
e
cie
s
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iiiiiiiiiia

大
桑
圏
は
分
布
廃
-
其
の
動
物
群
の
分
布
も
亦
側
而
的
に
珊
常
の
鼻
化
聖

ホ
す
｡
故
lこ
先
づ
主
要
産
地
に
於
け
る

動
物
群
は
就

い
て
述
べ
次
は
大
桑
暦
動
物
群
の
全
般
的
考
察
を
加

へ
る
rJ
と
ほ
し
72
い
｡

a
､
高
坂
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

4
)

三
谷
柑
高
坂
よ
り
堀
切
は
至
る
新
道
と
月
保
水
よ
-

堀
切
に
至
る
街
道
J
J
の
食
酢
よ
も
約
二
官
米
北
米
方
に
露
出

す
る
第
二
軽
石
昔
よ
-
僕
か
上
位
の
常
夜
色
細
粒
砂
岩
中
に
は
比
較
的
良
好
な
介
化
石
が
減
ru
れ
て
屠
る
｡

普
通
に
産
す
る
積
は

A
c
ila

mi
ra
b
itis

(A
.A

d
am
s

e
t

R
e
e
v
e
)
.

Li
m
o
p
sis
cre
n
a
t
a

A
.A

d
am
s
.

G
ly
cy
m
e
ris
y
e
s
s
o
e
n
sis
(S
ow
e
rb
y
),
P
e
c
te
n
t

o
k
y
o
e
n
sis
T
o
k
un
a
g
a
.

L
u
cin
a

a
c
u
tilin
e
a
ta
C
o
n
ra
d

(=
Lu
c
i
n
a

a
n

n
u
la
t
a

R
e
e
v
e
)
.
T

h
y
a
siTa
g
Otlld
ii
(P
h
ilip
p
i)
,

M
y

a
d
on
a
cifo
rmi
s
K
u
ro
d
a

及
び
P
a
p
h
ia

t
a
k
e
y
a
m
a
i
n
.sp
.

で
､
二
枚
介
が
非
常
に
豊
富
で
港
介
は
発
っ
て
少

い
｡

他
の
化
石
産
地
か
ら
殆
ん
ど
禅
ら
れ
夜
か
っ
た
積
は
t
M
y
a
do
n
a
cif
orm
is
K
u
ro
d
a
及
t2<u
T
h
y
a
sira
g
o
u
ld
ii

(P
h
ilip
p
i)
で
あ
る
｡

高
坂
の
化
石
の
内
大
型
の
7P
の
は
朝
皆
其
の
外
形
が

d
e
fb
r
m
L
で
居
る
が
､
之
は
其
の
産
地
が
略
向
斜
部
の
中

心
に
位
す
る
と
云
ふ
革
質
に
依
っ

て直
ち
に
了
離
さ
れ
る
｡

b
､
長
屋
の
化
石
動
物
群

(
化
石
嚢

5
)

小
坂
村
長
屋
附
近
の
砂
岩
中
に
は
介
化
石
は
無
毒
減
と
郁
し
縛
る
轟
多
数
に
含
ま
れ
て
屠
る
｡
筆
者
の
採
集
し
た

所
は
長
屋
部
落
の
西
端
の
小
さ

い
櫛
を
渡
っ
た
小
坂
の
両
側
の
好
路
用
で
あ
る
｡
露
出
の
略
中
間
に
酉

へ
約
十
度
の

傾
斜
聖

ボ
す

T
u
Tritelta
s
a
is
h
u
e
n
sis
Y
o
k
o
y
a
m
a

の
密
集
せ
る

1i
米
内
外
の
暦
の
あ
る
事
が
注
意
を
惹
-
｡
此

金
畔
叩
灘
び
に
･;:=
-;
嚇
石
動
町
附
近
の
節
三
和
牒

二
空

七



地

球

鮮
十
九
髄

節
的
雛

二
空

八

の

T
u
r
ri
telta
saish
uen
sis
zon
e
は
他
の
化
石
産
地
に
於
で
も
屡
々
離
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
相
皆
の
側
而
的

の
横
む
を
有
し
て
屠
る
｡

T
u
rritet1a

sais
h
u

esis

zon
e

よ
少
は
他
の
介
は
極
-
少
数
し
か
得
ら
れ
夜
か
つ
ね
が
其
の
上
下
の
暦
か
ら
は

多
確
の
介
が
縛
ら
れ
た
｡
最
も
多
数
に
程
ら
れ
る
も
の
は
同
じ
-

T
u
rritella
saishu
ensis
で
此
の
禽
時
は
金
-

T
u
r
r
itella
の
全
盛
期
だ
つ
た
と
偲
は
れ
る
｡
大
型
の
二
枚
介
で
普
通
に
産
す
る
も
の
は

G
lycym
eris
y
essoenS山S

(S
ow
erb
y
),

P
ecten
y

es
soen
sis,
P
ecten
t
oky
o
en
sis
,

P
ecten
k
ur
osaw
aens
i
s,
C
ardium
fastosu
m

Y
ok
oy
a
m
a,
D
osin
ia
ja
pon
ica
trosch
e】i
L
is
chk
e､
及
び

岩
ercenar
ia
yok
oy
am
ai
(M
ak
iya
m
a
)
等
で

あ
る
O
A
cila
in
sig
n
is
(G
ou
ld)
､

Li
m
ops
is

c
ren
a

ta
A
.Ada
m
s
.

V
en
ericardia
f
e

rru
gi
n
ea
(C
te
ssin
).

V

en
eri
c

ard
ia
n

aka
m
ur
a
i
Y

ok
oy
a
m
a,
岩
a
c
o

m
ato
kyoe
ns
i
s

M
ak
iy
a
m
a
等
も
亦
非
常
は
多
数
は
産
す
る

種
で
あ
る
｡

巷
介
で
多

い
の
は

T
u
rritetta
の
外
に
､
B
ittiu
m
.
T
achyrhyn
ch
us
等
を
童
と
す
る

C
eri
thiidae
に
屈
す

る
も
の
及
び

L
ora
を
主
と
す
る

T
u
rTid
ae
に
屠
す
る
も
の
で
あ
る
0

(T
u
rrid
ae
は
属
す
る
7P
の
は
牌
親
機
骨

を
碍
て
吏
め
て
述
べ
る
つ
も
わ
で
あ
る
｡)

長
屋
か
ら
筆
者
の
探
究
し
た
種
の
組
数
は
九
十
二
､
其
の
約
三
分
の
一
二

二
十
二
種
が
二
枚
介
､
怒
介
は
二
枚
介

の
約
二
槽
の
五
十
六
稀
､
角
介
は
四
種
で
あ
っ
た
｡

C
､
夕
日
寺
の
化
石
動
物
群

(化
石
衆

6
)



長
屋
よ
-
小
二
叉
は
乗
る
遭
格
の
北
側
は
大
桑
暦
砂
岩
の
連
頂
で
至
る
所
は
化
石
を
産
す
る
0
然
し
傑
春
が
良
好

に
し
て
相
普
凝

っ
た
種
の
縛
ら
れ
る
の
は
夕
日
寺
部
落

の
南
端
附
壁
で
あ
る
｡

夕
日
寄
附
近
の
砂
岩
の
層
位
は
､
大
桑
暦
の
略
中
間
で
長
屋
よ
-
は
相
皆
下
位
に
替
る
｡
蛾
減
せ
ら
れ
る
介
は
小

型
の
も
の
が
豊
富
で
其
の
大
部
分
は
巷
介
で
あ
る
｡

二
枚
介
は
非
常
に
少
-
且
又
保
存
79
恵
-

A
TCa
a
mi

Cul
a

Y
o
k
o
y
am
a
む
除

い
て
は
良
品
は
殆
ん
ど
得
ら
れ
在
か
つ
ね
｡

普
通
に
産
す
る
積
と
し
て
は
t
A
cita
insig
n
is
(C
ou
ld
)}
Li
m
op
sis
cr
en
ata
A
.Ad
am
s.
A
rca
a
mi
c
tlla

Y
okoyam
a.
V
en
eri
card
iaia
f
erru
gi
n
ea
(C
lessin
),
こB
ittiu
m
"
b
in
o
d
ul
o
su
m
Y
o
koy
am
a.
F'B
ittiu
m
"

tu
b
eTCul
O
Su
m
Y
o
k
oy
a
m
a,
T
u
rri
te
tta
sai
sh
u
ensis
Y
o
k
o
y
a
m
a,
T
achyrh
yn
chu
s
v
en
u
stetlus
(r
o
k
?

y
am
a).
C
ypraeotin
a
cota
m
a
g
o
(Y
okoyam
a)}
S
p
irotr
opis
con
tra
ri
a
(Y
o
k
o
y
a
m
a
),
L
ora
y
ok
oya
m
a
i

n
.sp
(=
B
ela
rug
u
ta
ta
T
ros
ch
el
va
r,

sch
n
eid
eri
of
P
ro
f,
Y
o
k
oyam
a
))
L
orLa
nip
p

on
en
sis
n
.

sp
.,

E
tTem
a
foTtilirata
(Sm
ith
),
N
assariu
s
caelate
s
(A
IA
d
a
m
s).
N
assa
ri
u
s
d
o
mi
n
ul
us
(T

ap
p
aTO
n
e･

Can
e
fri)
,

P
ticifu
sus

oZa
W

a
i

(Y
o
k
o
y
am
a),
R
e
tu
sa

tsu
k
an
oi

n
.sp
.I
C
y
lich
n
a

m
u
sashien
sis

T
o
k

u
n
a
g
a
,
R
in
gicul
a
yok
oyam
ai

T
ak
ey
am
a
(M
.S
.)
等
が
肇
げ
ら
れ
る
｡

之
等
の
種

の
殆
ん
ど
線

では
長
屋
か
ら
も
程
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
-
.
長
屋
の
動
物
群
と
の
間
に
は
殆
ん
ど
差
異

は
認
め
ら
れ
な

い
｡
然
し

T
urr
itetlau
G
ty
cy
m
eris
等
が
非
常
は
減
少
し

て
A
rca
a
mi
c
ula
が
増
加
し

て
居

る
報
は
注

目
は
値
す
る
｡
化
石
組
数
､

井
二

二
枚
介
が
十
種
と
巷
介
が
廿

一
種
｡

d
､
角
間
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

7
及
び
8
)

余
躍
祁
北
び
に
･描
出
櫛
石
効
け
附
近
の
節
三
紀
暦

九



地

･
球

節
十
九
各

節
四
紋

二
告

l
O

浅
川
射
角
関
北
相
方
約
六
宵
米
p
二
俣
街
道
か
ら
谷

へ
下
っ
た
所
は
幡
栗
が
あ
る
'
其
の
口
の
附
近
の
砂
は
長
屋

同
様
非
常
は
豊
富
は
化
石
を
含

ん
で
屠
る
.
(

化
石
衷

8
)

特
に
目
立
つ
種
は

T
tlrritetta〉
G
iy
cy
m
eris
及
び

T
eltin
a
tutea
W
o
o
d
で
長
屋
の

T
uTritetta
sa
ish
u
ens
i
s

zon
e
に
相
瞥
す
る
事
は
明
白
で
あ
る
｡
G
ly
cy
m
e
ris
は
大
聖
の
も
の
が
非
常
に
多
-
直
種
十
七
八
糎
に
及
ぶ
も
の

が
多
数
あ
る
｡

rb-
其
の
他
散
も
普
通
は
塵
す
る
種
は

A
cita
in
sig
n
is
(G
ould
),
P

ecten
y
essoensis
Jay.
P
e
cte
n
tok
yoens
i
s

T

ok
un
aga
,
P
ec
te
n
k

u
rosaw
aensis
Y
o
k

oy
am
a.
T

a

r
as
u
st
a
(G
ou
ld
)〉
P
seu
da
m
ian
tis
tau
ye
n
sis

(Y
okoyam
a)等
で
巷
介
は
甚
だ
貧
弱
で
あ
る
.

化
石
紙
数
二
十
五
､
二
枚
介
十
六
符
､
巻
介
九
種
｡

此
の
膳
集
よ
-
兼

へ
川
を
測
る
事
約
二
百
五
十
米
の
所
に
ヌ
豊
富
夜
化
石
昔
が
あ
る
｡

T
u
rri
telta
sa
is
hu
ensis

Z0n
eよ
か
僅
か
下
位
に
相
督
す
る
も
の
で
'

前
者
に
此
し
て
種
の
数
も
甚
だ
多

い
｡
以
下
横
山
教
授
の
御
採
集
品

(
化
石
表

7
)
に
依
っ
て
述
べ
る
と
'
澱
も
普
嵐
に
庚
す
る
も
の
は

A
cita
in
sig
n
is
(G
o
u
td
)
,
Y
otd
ia

notabitis

Y
okoyam
a,
P
ecte
n
tokyoen
sis
T
okun
aga,P
ecte
n
la
q
u
eatus
Sow
erb
y､
駕
yad
o

Ta
a
u
C叶u
osa
G
ou
td
､

L
ucin
a
acutilin
eata
C
o
nrad.T
ettin
a
tutea
W
ood,
T
eltina
nitidula
Dun
k
err
T
urritet1a
sa
is
hu
en
sis

Y
o
koyam
a.

L
or
a

pseud
o
pan
na
(Y
ok
oy
a
m
a
)
,

L
ora

yokoyam
ai

n
.sp
.,

Seartes
i
a

jap
o
n
ica

Y
ok
oyam
a.R
in
gic
ula
yok
oyam
ai
T
ak
eyam
a
竃

.
S)等
で
､
躍
っ
た
種
と
し
て
は
C
usp
id
a
ria
g
ou
ld
ian
a

H

in
ds
,

L
ori
pe
s

con
tra
r
ia
(
D
u
n
k
e
r
),
Li
ttor
ina
incisa
Y
ok
oyam
a}
L
o
ra
k
akum
en
sis
･n
･s
p
･,



L
eu
coti

nadianaeA.Aadm
s
等
が
撃
げ
ら
れ
る
｡

化
石
線
種
数

六
十
五

､内
二
十
七
種
は
二
枚
介
'
三
十
八
種
は
怒
介
で
あ
る
0

e､
二
俣
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

9
し

浅
川
柑
二
俣
都
路
の
略
中
央
､
森
下
川
中
に
は
大
桑
砂
岩
が
非
常
は
好
-
露
出
す
る
｡

最
も
多
数
は
産
す
る
7P
の
は

Taras
usta
(C
ou
ld
)

は
L
tJ
P
之
は
角
間
又
は
長
屋
は
於
け
る

T
u
rrite
lla

saish
u
en
sis
zo
n
e
の

T
u
rritetta
の
如
-
密
集
し
て

II
っ
の
昔
を
成
し
て
居
る
O

T
u
rrite
tt
a

も
祁
常
に
産
出
す
る
が
之
は
長
屋
角
間
に
於
け
る
が
如
-
著
し
-
は
無

い
｡
他
に
普
通
は
出
る
種
は

A
cita
in
sig
n
is
(G
ou
ld
),
G
ly
cy
m
eris
y

eSSO
en
Sis
(
So
w
erb
y
)
,

A
rea
a
mi
cu
la

Y
o
k
o
y
a
m
a
,

P
e
Cte
n

k

.Jrosaw
a
en
sis

Y
o
k
oy
a
m
a
,
T

h
ra
cia
k
a
k
u
m
an
a

(Y
o
k
o
y
a
m
a
)
,
C
a
t.
p
od
iu
m

p
u
tch
e
lta
Y
o
k
.
y
a
m
a
･

p
seu
d
a
m
ia
n
tis
ta
u
y
e
n
sis
(Y
o
k
oy
a
m
a
)
,

M
a
co
m
a

t
okyoensis
M
ak
iy
a
m
a
,

L
or
a

k
a
g
a
n
a

(Y
o
k
o
･

y

ama
)
,
N
as
s
ariu
sd
om
i
n

ulus
(
Tapp
a

r.
ne
･C
a
ne･fri
)

等で
食
介
は

甚

だ
貧
窮
で
あ
る
｡

特
性
的
種
の

中
で
著
し
い

79の
は

Um
b

o
n
iu
m
s

u

chien
S

eSubsuch
ie
nSe
Ma
k
iy
am
a
(M
ut
t
)

,
C
alopo
d
i

u
m

p

u
tch
e

lla
(Y
ok
oya
m

a
)
.

L
ora
k
a
ga
n
a
(Y
ok
oy
a
m
a
)
等
で
あ
る
｡

化
石
線
種
数

三
十

一
二

一枚
介
十
六
雅
､
食
介
十
五
種
｡

イ
チ
ノ
ヒ

q･1
P
市

瀬

の

化
石
動
物
群

(
化
石
衷

10
)

二
俣
よ
皇

有

村
市
瀬
に
至
ら
ん
と
す
る
新
造
の
切
割
は
大
桑
厨
砂
岩

の
連
槙
で
あ
る
｡
化
石
の
保
存
は
非
常
は

良
好
に
し
て
探
英
も
亦
容
易
は
夜

さ
れ
る
.
著
し
相
雷

の
時
間
を
採
集
盟

写

る
怒
ら
ば
長
屋
と
同
等
若
!
は
其
れ

企
雑
巾
北
び
に
･村
山
臓
石
効
町
附
妃
の
妨
二
転

暦

壷

二



地

球

第
十
九
怨

筋
閃
雛

二
票

1
ニ

以
上
の
種
が
稗
ら
れ
る
蔀
と
瓜
ふ
｡
筆
者
の
採
集
し
た
所
は
市
瀬
部
落
南
端
か
ら
約
四
首
兼
務
の
向
斜
の
軸
に
遮
い

桝
で
t
T
u
rritetta
saish
uen
sis
ion
e
に
常
る
と
瓜
は
れ
る
｡

倣
産
す
る
種
は

T
u
rrite
lta
sai
sh
n
ensiS
の
外
に

A
cita
m
ir
abitis
(A
.A
d
a
m
s
et
R
eeve
),
G
tyc
ym
eri
s

y
e
ss
oen
sis

(Sow
erb
y
))
P
ecten

kurosaw
aen
sis
Y
okoy
am
a,
V
olse
t
ta
m
od
iota
(L
in
n
6),
T
hr
acia

k
ak
u
m
ana･
(Y
okoy
a
Tr)a),
T
aras
u
sta
(G
ou
td
),
C
a
rd
itim
fastosum
Y
okoy
am
a.
C
at･dium
ic
hin
os
ense

n
.sp.}
Li
ocym
a
ic
hinose
n
sis
n
,sp
.,
M
acom
a
t
o

ky
oensis
M
a
k
iy
a
m
a
等
で

L
io
cym
a
ichinosen
sis.

C
ardium
ichinosen
sis,
D
osinia
m
a
k
iy
a
mai

及
び

P
ap
hia
tak
eyam
ai
は
特
性
的
種
の
主
要
在
る
も
の
で

あ
る
0
大
型
の
介
は
高
坂
と
同
政
に
か
fqt･6･ct
d
efo
rm

L
で
居
る
の
は
督
然
で
あ
る
.

化
石
線
種
数

二
十
九
種
､
二
枚
介
二
十
四
種
､
巷
介
五
種
｡

g
t
竹
又
の
化
石
動
物
群

へ
化
石
衷

11
)

三
谷
村
竹
又
小
撃
枚
南
の
暗
渠
中
の
砂
か
ら
相
督
良
好
在
る
化
石
が
得
ら
れ
る
｡
然
し
採
集
n
れ
る
の
は
大
型
の

も
の
の
み
に
て
微
小
介
は
殆
九
ど
存
在
し
覆

い
､
校
合
西
側
の
崖
か
ら
は
少
数
の
小
型
の
介
が
出
る
｡

豊
富
に
あ
る
も
の
は

G
tycym
eri
s
yessoensis
(Sow
erby),
P
ecten
tokyoensis
T
oku
n

ag
a,
P

ect
e

n

y
e
ssoe
n
sis
J

ayに
し
て

G
ly
c
ym
eri
S
は

b
oth
v

atves

cto
sed
の
も
の
が
多

い
｡
T
u
rrit
etla
及
び

A
rca

a

m
icu
la
も
相
曹
含
ま
れ

て居
る
｡

化
石
線
種
数

二
十
三

､二
媒
介
十
四
種
､
巷
介
九
種
｡



T
.
j
j
Ijlt
.t｡一言
一一ー
p.弓
.'J
P
l-!

h
､
八
溝
田
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

12
､
13
､
14
､
15
)

ハツ
]'･>す
ン

北
蟹
谷
村
八

溝

田
部

落
の
西
端
よ
少
約
五
百
米
北
他
方
通
栴

ブ
タ
ク
チ
谷
入
口
の
東
側
に
僅
か
に
露
出
せ
る
相
曹

粗
粒
の
黄
褐
色
の
砂
は
仝
-
の
介
砂
で
か
な
-
多
-
の
種
を
含
む
｡
(
筆
者
の
採
集
し
た
も
の
は
化
石
衷
12
'
横
山
教

授
の
御
採
集
品
は
化
石
衷
14
)

澱
も
多
-
産
す
る
も
の
は

T
a
r
as
usta
(G
ou
ld
)

に
し
て

P
ect
en
tokyoen
sis
T

okun
aocraV

Gtycym
eris

y
ess
oensis
(Sow
erb
y
)､
T
ettin
a
lutea
W
ood
等
が
之
に
次
ぐ

｡
G
tycy
m
e
ris
は
角
間
に
於
け
る
と
同
様
相

皆
大
型
の
も
の
が
あ
る

｡
他
の
産
地
よ
わ
は
殆
ん
ど
得
ら
れ
を

い
が
此
庭
で
は
か
を
少
出
る
種
に
は

Joanisietta

hakkodenen
sis
M
a
k
iy
am
a
(M
.S
.)

に
し
て

O
str
ea
m
usashian
a
Y

okoyam
a
も
亦
他
で
は
産
し
覆

い
種

で
あ
る

｡

此
の
化
石
産
地
よ
-
約
三
宮
水
相
方
に
又
豊
富
在
る
化
石
を
拙
減
す
る
砂
が
道
に
沿
以
露
出
す
る
｡

(

化
石
衷
13
､

15
横
山
教
授
)
二
枚
介
は
佃
髄
の
数
も
亦
種
の
数
も
非
常
に
多

い
が
巷
介
は
発
っ
て
少
を

5'
｡

普
通
に
産
す
る
種
は

G
ty
cym
eri
s
y
e
ss
oensis
S
ow
erb
y､P
ecten
t
oky
oensis
T
okunag
a,

Catopo
d
iu
m

putche
tla
(Y

okoya
m

a).T
a
r
a
s

u
sta
(G
ou
ld
)
,
P
seud
am
ia
n
tis

tauye
n
sis
(Y

okoya
m
a),
M
ercen
a
江
a

yokoyam
ai
(M
akiyam
a),
T
ettina
tutea
W
ood
,
M
a
co
m
a
tokyoensis
nrIa
k
iy
am
a.S
oten
k
ru
senstern
ii

Schr
enck,
Tu
r
r
it
e

tla
sais
huensis
Y
okoyam
a,
U
m
bonium
m
onitiferu
m
(L
am
ar
ck
),

L
or
a
pseud?

panna,
L
ora
yokoyam
ai

n
.sp.〉
N
assariu
s

dom
in
u
tus
(T
apparone･C
anefri
)
等
で
其
の
中
で
も

G
ly･

cym
erisu
T
a
ra
s,
呂
er
cenari
a,
P
sendam
iau
tis
等
は
無
数
に
産
す
る
介
で
あ
る

｡

企
締
市
舶
び
に
付目山
蝶
石
劫
町
附
近
の
節
三
紀
厨

妄
七

一
三

-･-ノ7
-ー
････～---.
-I



地

球

節
十
九
各

節

LB

i
T

娩

二
芳

一
凹

G
tycym
ers
及
び

T
a
ra
s
は
大
部
分

b
oth
val
v
es
ctosed
の
状
態
で
産
す
る
｡

ブ
タ
ク
チ
谷
の
化
石
紙
数
は
横
山
教
授
の
御
採
集
品
を
併
せ
て
二
十
三
種
､
内
十
八
種
が
二
枚
介
で
強
介
は
僅
か

五
種
に
過
ぎ
を

い
.
下
部
の
産
地
か
ら
の
化
石
紙
数
は
三
十
九
種
.
二
枚
介
は
二
十
四
積
､
巻
介
は
十
五
種
｡

了

､
安
楽
寺
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衆

16
)

箇
谷
村
安
楽
寺
部
落
の
兼
約
二
首
米
､
遭
の
北
側
に
拍
ふ
か
を
-
風
化
を
進

ん
だ
toose
在
砂
岩
中
に
は
朝
雷
多

-
の
介
が
減
n
れ
て
居
る
｡
少
し
-
上
位
の
此
敏
的
新
鮮
在
る
砂
岩
中
の
も
の
は
却
っ
て
保
存
が
憩

い
.
ガ
ー
ド
の

近
-
よ
わ
は

T
urritelta
が
豊
富
に
産
出
す
る
｡
南
方
地
域
の

T
u
rri
telh

saishilenSis
zon
e
は
相
恩
す
る
も

の
で
あ
ら
う
｡
其
の
少
し
-
下
位
よ
り
は

T
u
rrite11a
は
多
産
せ
ず
次
の
如

き
種
が
豊
富
に
得
ら
れ
る
｡

Li
m
op
sis
tok
a
iensis
Y
o
koyam
a,
G
lycy
m
eris
y
e
ss
oe
n
s
is
(S
ow
erb
y
),
A
rea
a
mi
c
uta
Y
ok
oy
am
a,

P
ecten
y

essoen
sis
Jay,
T
hracia
k
aku
m
an
a
(Y
o
k
oya
m
a
),
T
ar
as
u
sta
(G
ou
td
)}
C
a
rd
iu
m

fa
st
osu
m

Y
o
k
oy
am
a

,

T
ettin

a
lut
eaW
ood,
T
u
Tri
te
lta
sa
ish
u
en
sis
Y
o
k
oya
m
a,
Xe
n
op
h
op
a
exut
a

(R
eeve).

N
as
s
a
r
iu
s
caetatus
(A

.A
d
a
m

s
)

特
性
的
種
と
し
て
は

L
im
op
sis
tok
ai
e
n
sis
Y

okoyam
a.
P
od
o
d
e
s
m
u
s
m
acros
ch
ism
u
s
(
D
esh
ayes),

V

e

n
eric
ard
ia
a
n
ra
k
u
3'ien
sis
n
.sp
.
,

C
tem
en
tia
v
atheteti
M
abille
,
S
ole
cu
r
tus

exa
ta
tus
(P
hi
t
i
p

pi

)

X

en
oph
ora
exuta
(R
e
ev
e)
等
が
馨

ら
れ
る
｡

化
石
線
種
数
メート
'
二
枚
介
甘

.L
種
､
港
介
九
揮
｡

叫明
月

頭
川
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

17
)



開
音
村
鞘
川
ー
岩
野
の
官
六
十
五
米
の
高
地
の
北
側
に
露
出
せ
る
細
粒

砂
岩
中
に
は
祁
皆

介
化
石
を
減
し
て
屠

る
G
種
の
数
は
非
常
に
少
-
､
模
式
的
大
桑
動
物
群
と
は
や
!
趣
を
異
に
し
て
居
る
｡

採
集
し
符
た
る
も
の
は
～

P
seud
a
m
u
ssiu
m
sp
.,
L
u
cin
a
acu
titin
eata
C
on
rad
,
P
ro
tocard
ia

m
od
e
sta
(A
.A
d
a
m
s
et
R
eeve)
及

び

A
starte
b

or
eat
is
(
S

ch
um
a
c
h
er
)

の
四
硬
は
過
ぎ

な
い
O

k
も
東
野
尻
の
化
石
動
物
群

(
化
石
衷

18
}

ア
ンゴ
ウ
ジ

安

居

寺

の
谷
の
奥
､
猫
立
家
屋
よ
-
僅
か
北
に
露
出
せ
る
細
粒
砂
岩
中
に
は
少
数
乍
ら
比
較
的
保
存
良
好
の
化
石

恕
鹿
川
す
る
｡
第
二
軽
石
昔
の
少
し
上
位
に
走
ら
､
三
谷
村
高
坂
の
化
石
産
地
と
略
同
位
の
も
の
で
あ
る
｡

政
も
多

い
も
の
は

G
ly
cym
eri
s
y

essoen
sis
(S
ow
erb
y
)
に
し
て
次
に
多

い
の
は

V
en
eric
ardia
sp
.

で

あ
る
｡
化
石
舷
梯
の
十
｡

以
上
述
べ
た
所
の
動
物
群
の
分
布
よ
む
綜
合
的
在
結
論
を
導
き
出
せ
ば
大
勝
次
の
如

き
も
の
は
な
る
と
思
ふ
｡

全
地
域
は
焼
-
分
布
し
且
多
産
す
る
種
は

A
cita
in
sig
n
is
(G
ou
td
),
G
lycym
eris
y

esso
en
sis
(S
o
w
e
rb
y)
,

P
ecten

y
e
ss
oen
sis

J
ay
.
P
ecten

t

ok
yoen
sis

T
ok
u
n
a
g
a,
P
ec
t

en

kurosaw
aer!sis
Y
okoy
ama
,

V

en
erica
rd
ia
fe
Tru
g
in
ea
(
Cessin
),T
hTaCia
ka
k
u
m
an
a
(Y
ok
oya
m
a).T
aras
u
sta
(G
ou
ld
).
C
a
rd
iu
m

fast.osum
Y
ok
oy
am
a,
T

ellin
a
tutea
W
ood,
M
acom
a
t

ok
yoensis
M
akiyam
a,
T

u

r

rit
etta
saishunsis

Y

ok
oyam
a,
N
a
t
ica
j
ant
h
ostom
a
D
esh
ayes.
T
achyTh
y
n
ch
us
ven
ustettu
s
(Y
okoyam
a)
で
あ
る
.

A
rca
ami
cu
la
Y

ok
oyam
a
は
下
部
に
は
多
産
す
る
が
上
部
に
至
る
ほ
従
以
減
少
す
る
｡

P
se
邑
a
mi
a
n
tis
tau
y
en
sis
(Y
okoyam
a)
は
北
東
部
よ
身
は
豊
富
に
産
す
る
79
南
関
万
国
域
よ
-
は
殆
ん
ど

金
曜
市
北
び
に
や‖山
懸
石
劫
町
附
妃
の
妨
三
紀
伊

二
完

t
五



批
一

求

節
十

九

怨

筋
川
批

宗
0

二
へ

産
出
し
な

い
｡

T
u
rritet1a
saishu
e
ns
i
s

Y
okoyam
a
は
上
部
に
於
で
其
の
金
盛
期
に
建
す
る
C'

水
洗
作
用
を
受
け
て
集
積
し
た
と
考

へ
ら
れ
る
長
屋
及
び
角
問
の
二
産
地
を
除
け
ば
､
巷
介
は
二
枚
介
よ
-
甚
だ

賞
賜
で
あ
る
｡

次
に
大
桑
僚
動
物
群
と
各
婆
素
は
分
類
す
れ
ば
､
其
の
現
生
種
の
殆

A
ど
総
べ
て
は
親
潮
要
素
又
は
日
本
要
素
は

属
す
る
も
の
で
あ
ヵ
､
純
然
た
る
蓑
潮
種
は
登
-
存
在
し
を

い
｡
今
主
要
在
る
種
を
各
要
素
に
分
ち
列
拳
す
れ
ば
次

の
如
-
で
あ
る
｡

親
潮
要
素

A
cita
in
sign
is
(G
ou
td
),A
starte
ha
k
o
d
a
te
n
sis
･Y
ok
oy
a
m
a,
A
starte
bo
real
is
(S
chum
a･

ch
e
f),
T
ar且s
us
t

a

(G
o
u
id
)
,

Glycy
m
e
ris
y
e
ss
oen
s
is
(S
o
w
e
rby
)

､

賀
acom
a
n
ipp
on
i
c

a
(T
ok
u
n
ag
a
)
.

P
ecten
yessoen
sis
Jay
,P
od
odesm
us
m
acrochism
u
s
(Desh
ayes)
,
Solen
k2
Sen
Stern
ii
v
.
S
ch
renck,

V
en
erica
rd
ia
fe
rrug
in
e
a
(C
tessin)
,

Y
oldia
n
otabitis
Y
o
k
o
y
a
m
a,
S
u
avod
rittia
d
e
ctiv
is
(岩
a
r
tens)

北
日
本
要
素

A
to
id
is
v
enustus
(C
o

uld
),
L
u
cin
a

acutitin
eata
C
on
ra
d.

P
anope
ja
p
on
ica
A
.A
d
a
m
s､

V
o
ls
etta
m
od
i.
ta
(Li
in
6)
,

T

hy
asira
g
ou
ld
ii
(P
h
itip
p
i)
､

N
ept.1n
ea
art
hritic
a
(B
e
rn
a
rd
i)
】

N
atica

3'a
n
th
ostom
a
D
esh
ay
es.

南
日
本
要
素

N
e
ritaefo
rm
is
d
id
y
m
a
(R
otten
),

以
上
を
除
く
魂
-
は
日
本
要
素

(
S
.
S
)
に
し
て
種
の
数
は
最
も
薮

い
｡
然
し
佃
樽
の
数
よ
旦
玄
へ
ば
親
潮
系
統

の
種
が
.断
然
優
勢
で
あ
る
Q



畢
す
る
は
動
物
群
の
上
か
ら
は
大
桑
層
沈
積
常
時
の
海
水
は
寒
冷
は
し
て
現
在
の
金
華
山
神
以
北
の
如
-
盆
-
課
r

潮
の
影
地
軸の
無
か
っ
た
罫
が
う
か
iJ
は
れ
る
｡

ハ
p
田
川
暦
の
化
石
動
物
群

田
川
暦
の
石
衣
質
砂
岩
は
大
桑
暦
の
砂
岩
と
同
様
至
る
所
に
介
化
石
を
産
す
る
｡
然
し
多
種
の
介
を
産
出
す
る
田

川
よ
み
北
東
の
延
長
に
於
で
は
､
産
す
る
種
の
数
は
激
減
し
て
P

ectinid
ae
に
属
す
る
79
の
及
び
腕
足
瓶
に
限
ら
れ

る
政
に
在
る
｡

田
州
の
化
石
動
物
群

(
化
石
表

3
)

子
撫
村
托t
川
上
出
部
落
の
兼
報
近
-
ほ
､
聾
で
石
衣
の
原
料
と
し
て
感
に
採
集
せ
ら
れ
た
る
石
衣
質
粗
粒
砂
岩
が

あ
る
｡
砂
岩
中
に
は
多
数
の
介
化
石
が
良
好
に
保
存
せ
ら
れ
'
成
る
も
の
に
は
未
だ
色
彩
rb
へ
も
寵
め
得
ら
れ
る
稀
で
あ

る
0今
其
の
内
評
を
示

せ
ば
次
の
通

わ
で
あ
る
｡

P
e
l
e

c
y
p
o

d
a

S
c
a
p
h

o
p
o
d
a

G
as
t

r

opo
d
a

B
r
a
c

hiop
oda

T
o
ta
t

n
u
m

b
e
r

金
韓
市
銀
び
に
･阿
川
聯
石
動
町
附
近
の
第
三
紀
層

- 0, cc 法 rf- 琵
Jや の



雪
害

N
u
m
b
er
of
d
eterm
in
ed
sp
ecies

･
･

N
u
m
b
er
of
recen
t
p
eleey
p
od
form
s

N
u
m
b
er
o
f
recen
t
scap
h
op
od
form
s

N
u
m
b
er
of
recen
t
g
astrop
od
form
s

N
u
m
b
er
of
recen
t
b
rach
iop
od
form
s

T
otal
n
u
m
b
er
of
recen
t
sp
ecies

騒
÷
ii
尊

慈
琶
患

1m
7
1<

-
-
63

239L7

131

40

P
ercen
tag
e
Of
recen
t
sp
ecies
to
d
etermi
n
ed
sp
ecies
･･.････-･--
･･63.5

P
ercen
tag
e
Of
ex
tin
ct
sp
ecies

噂
79
夢
想
Li
噌
車
将
軍
1-6i
Li
m
op
sis
cren
ata
A
.A
d
am
s,
G
ly
cy
m
eris
y
essoen
sis
(S
ow
erby
),
P
ecten

kn
rosaw
a
en
sis
Y
ok
oy
am
a,
V
en
ericard
ia
ferru
g
in
ea
(C
lessin
),
D
en
tal
illm
h
ab
u
ta
e
K
u
rod
a
(M
.S
.),

T
u
rritella
sai
sh
u
en
sis
Y
ok
oy
am
a
,
T
llrriもella
tag
a
w
aen
sis
n
.sp
.,
T
ach
y
rh
y
n
ch
u
s
tag
aw
aen
sis
a
.sp
リ

N
atica
jan
th
ostom
a
D
esh
ay
es,
C
an
cellaria
jap
on
ica
S
mi
th
,
A
n
tip
lan
es
con
traria,
N
assariu
s

caelatu
s
(A
.A
d
a
m
s)
幹
tJ
聾
居
富
it
顧
南
容
態
叫
母
背
腰
皆
竃
等
重
職
5
,0
i(
噛
鍵
昏
轟
容
態
iU
O
賭
吟
義
山

J
V
斡
聖
-1
宝
ttCB希
蟹
《
蘭
趣
ii
荒
壁
霊
㊥
-
磯
J
是
A
cila
in
sig
n
is
(C
ou
ld
),
T
aras
u
sta
(C
ou
ld
),
T
eliin
a

lu
tea
W
ood
,
T
u
Tritella
saish
u
en
sis
Y
ok
oy
am
a
'ia
顔
忠
実
与
J
P
seu
d
a
m
ia
n
tis
tau
y
en
sis
(Y
ok
oy
am
a
),

T
h
TaCia
k
ak
u
m
an
a
(Y
ok
oy
am
a),
A
rea
ami
clユ1a
Y
ok
oy
am
a
幹
量
尊
-
磯
J
太
5-
母
呼
鈴
P
iS
N
3
0
hi
J
J

V
蕪
J
〉
T
u
rritella
tag
aw
aen
sis
n
.sp
-
(
寄
せ
),
T
ach
y
rh
y
n
ch
u
s
tag
aw
aen
sis
n
･sp
･
'ia
染
鍵
空
拳
轟



と
成
る
0

特
性
的
種
と
見
放
ru
れ
る
も
の

は

Ch
ta
m
ys

swi
fti
(B
ern
a
rd
i).

C
hlam
y
s
n
o
toen
s
i
s

(Y
ok
oy
am
a),

P
ecten.y
okoy
a
m
ain
.n.
(
=
P
e
cte
n
p
l
e
b
eju
s
Y
o
k
o
y

a
m
a
)
】

V

en
e
ric
aTd
ia
tag
a

w
aen
sis
n
.sp.,
T
u
rri･

t

ella
tagaw
a
en
sis
n
.sp
.
.

T

achy
rh
yn
ch
u
s
tag
aw
a

en
sis

n
.sp
.,
C
ta
v

atul
a
d

ain
ic
hiensis
sm
ithii
n
.

sub
sp.
(-
C
.p
a
tr
uelis
au
ct.
n
on
S
m
ith
)
に
し
て
大
桑
暦
よ
-
は
殆
ん
ど
産
旧
せ
ざ
る
79
の
の
み
で
あ
る
｡

炊
…し
仝
動
物
群
の
大
牢
を
占
め
る
79
の
は
親
潮
系
統
穂
に
し
て
'
此
の
鮎
は
大
桑
層
動
物
群
と
其
の
軌
を
同
じ
-

す
る
｡
要
す
る
に
田
川
暦
も
亦
大
桑
暦
督
軒
と
略
同
様
在
る
海
水
中
に
沈
積
し
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡

こ
､
石
堤
厨
の
化
石
動
物
群

小
磯
を
舶
常
に
変

へ
る
mrt
川
闇
上
位
の
砂
中
に
は
.
屡
々
､
小
低
域
に
於
で

一
つ
の
昔
h
t為
し
て
化
石
を
産
田
す

る
｡
種
の
数
は
至
っ
て
貧
弱
で
あ
-
数
標
の
帆
立
介
及
び
腕
足
猟
に
限
ら
れ
て
居
る
｡

頭
川
の
谷
の
入
口
.の
北
側
の
砂

中

(化
石
衷
2
)
よ
少
は

P
e
cte
n
ku
rosaw
aen
Sis
Y
o
koy
am
a,
C
hla
m
y
s

cosib
ens
i
s
h
etel･O
glyptra
(Y
ok
oy
am
a
)
及
び

T
eTeb
ra
tal
ia
c
or
ean
ica
A
.A
dam
s
et
R
eeve
を
儀
度
し
､

石
堤
の
寺
の
北
側
の
毘
(化
石
衷
1
)
よ
り
は

P
e
cten
y
e
ssoensis
Jay
,
C
h
lam
y
s
cosibBn
siS
h
eteroglypta

(Y
ok
oy
a
m
a)
を
多
産
す
る
｡

詩

剖

淋

R
-
l･a
r
e
･

p

-
p
r
e
s
e
n
t
･

C

I

com
m
on
･

A
-a
bu
nda
nt･
L
=
hvlng
SPeCies･

).
2.∽.
4.5
1

.6.
71
83
9

.1

0.i1rt2_13.
14_)
5.16-)7.18_)9;20.21.22.23
.2
4
.2
5
.2
6

1.
A
ciia
m
ir
abilis
(A
.Ad
a

ms
e
t

R
eev
e)

銀
将
i;
放
び
に
小.杓山
脈
桁
珊町
肘
妃
の
仙聖

雇

府

C

C

C責
1.]

i
九

L

1



書
賛

2･
A
ci王a
in
sig
n
is
(G
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六
､
各
地
の
鮮
新
統
及
び
中
新
舵
と
の
関
係

A
t
越
中
氷
見
附
鑑
の
鮮
新
統
及
び
申
新
枕
と
の
封
比

(り?)
江
刺
氏
は
氷
見
附
近
の
第
三
紀
層
聖

二
枕
は
分
け
ら
れ
た
｡
最
下
は
金
川
舵
で
主
と
し
て
凝
次
質
の
貫
岩
及
び
砂

岩
よ
ら
戚
-
稀
に
肺
物
化
石
介
化
石
等
を
含
む
も
の
で
あ
る
｡
中
の
舵
は
本
河
続
で
之
は
更
は
薮
田
暦
と
｢
い
づ
も
｣

層
に
分
か
た
れ
p
下
位
の
波
田
暦
は
撒
凝
衣
質
の
細
粒
砂
及
び
漁
泥
よ
み
成
-
相
骨
の
介
化
石
を
鹿
出
し
､
上
位
の

｢
い
づ
,p
L
瀞
は
軽
石
監

寄
附
に
含

む
石
衣
質
粗
粒
砂
岩
で
同
様
に
介
化
石
を
含
む
も
の
で
あ
る
｡
敢
上
は
窪
枕
で
.

其
の
下
軸
は
朝
日
出
静
'
上
部
は
耳
浦
層
と
命
名
さ
れ
て
居
る
.

今

之
等
各
層
の
暦
序
及
び
共
等
よ
わ
産
出
ruれ
る
化
石
よ
カ
'
加
賀
と
の
封
比
を
筆
者
は
次
の
様
は
試
み
た

い
｡

粂
川
銃
は
五
位
山
柾
の
延
長
で
あ
-
南
壁
谷
枕
に
祁
督
す
る
事
は
中
の
続
の
本
河
練
が
明
か
に
大
桑
銃
に
相
歯
す

る
事
よ
-
推
察
ruれ
る
朗
で
あ
る
が
p
甫
蟹
谷
枕
の
下
部
が
不
明
で
あ
-,>
又
余
川
統
其
れ
白
身
が
飴
も
明
瞭
で
は
な

い
故
に
確
た
る
事
は
云
は
れ
な

い
｡

本
河
枕
が
大
桑
続
で
あ
る
.事
は
｢
い
づ
79
暦
｣
が
種
石
際
の
明
か
在
る
延
長
で
あ
る
事
よ
ゎ
容
易
ほ
う
を
づ
け
る
｡

数
日
暦
は
竹

ノ
橋
層
に
相
常
す
る
も
の
で
あ
る
が

T
h
y
a
sira

n
ip
p
on
ica
Y
a
b
a
&

N
o
m
uTa
を
儀
度
し
又
其
の

他
の
介
化
石
計
少
数
乍
ら
産
出
す
る
事
は
竹
ノ
椋
圏
と
少
し
-
異
る
鮎
で
あ
る
｡
接
続
の
下
部
と
ru
れ
ね
朝
日
山
暦

は
､
朋
日
出
暦
の
上
位
に
相
川
暦
と
其
の
岩
鱈
及
び
産
出
化
石
を
略
同
じ
-
す
る
島
崎
の
含
介
化
石
砂
岩
層
が
存
在

す
る
故
は
､
之
を
大
桑
層
と
し
て
本
河
舵
に
鷹
せ
し
め
た
い
0

愈
搾
抑
北
び

に
付

目山
煤
ポ
捌
町
附
妃
の
妨
三
紀
伊

義

瓦

三
.i



地

球

妨
十
九
食

餌

四

排

云

六

三
二

島
楠
の
含
介
化
石
砂
岩
暦
の
上
部
は
不
明
で
あ
ゎ
石
堤
層
は
朝
常
す
る
も
の
が
此
の
地
方
は
存
在
す
る
か
否
か
も

亦
不
明
で
あ
る
が
之
は
此
の
攻
の
報
骨
は
於

い
て
明
か
に
す
る
つ
79
-
で
あ
る
O

(巧)

洗
練
の
上
部
耳
浦
暦
は
主
と
し
て
磯
暦
で
あ
わ
望
月
氏
の
二
上
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
周
遊
部
は
相
常
顔
-
分
布
せ
る
も

の
ほ
し
で
春
日
山
暦
と
略
同
時
代
の
鎌
成
ほ
か
J
る
も
の
と
思
ふ
.

取
p
能
登
七
尾
附
妃
の
鮮
新
続
と
の
闘
係

(1=)
三
村
氏
は
此
の
附
近
よ
上
向
濃
附
近
ほ
亘
る
第
三
紀
層
を
上
中
下
の
三
枕
は
置
分
さ
れ
た
.
七
尾
附
近
に
存
在
す

る
も
の
は
､
下
の
続
を
代
表
す
る
七
尾
暦
､
中
の
続
の
小
島
暦
赤
浦
暦
及
び
和
倉
暦
蘭
に
上
の
続
に
屈
す
る
堀
総
暦

々
カ
シナ

(c･)

と
高

階

層

で
､
望

月

氏
は
､
三
村
氏
の
七
尾
暦
と
小
島
暦
数
併
せ
た
も
の
を
七
尾
暦
と
呼
ば
れ
'
三
村
氏
の
中
の
舵

の
上
部
及
び
上
の
枕
を
大
雄
併
せ
た
も
の
を
花
見
月
暦
と
呼
ば
れ
て
居
る
｡

以
上
各
暦
の
層
位
闘
係
は
耽

5'
で
は
相
皆
疑
義
が
あ
わ
加
賀
と
の
充
分
在
る
対
比
は
本
報
告
に
於
で
は
差
控
え
る

が
p
産
出
化
石
並
び
は
岩
質
よ
旦
二
相
氏
の
七
尾
暦
は
大
腰
田
川
静
は
封
比
さ
れ
て
好
い
と
恩
ふ
｡

即
ち
三
村
氏
の
七
尾
暦
は
､

主
と
し
て
黄
褐
色
の
石
灰
質
粗
粒
砂
岩
よ
与
威
力
､

且
又
七
尾
層
よ
･Ch産
出
す
る

P

e
ctin
id
a
e
の
内
.

C
htam
ys
notoensis
(Y
okoyam
a)
及
び

Chlam
ys
crass
i
venia
(Y
o
k
oy
a
m
a
)

は
四

川
暦
よ
さ
も
産
す
る
か
ら
で
あ
る
｡
荷
又
大
桑
暦
よ
-
か
夜
-
豊
富
は
産
す
る

E
pitonium
s
imi
1e

(S
o

w
erb
y
)

が
七
尾
暦
よ
わ
も
産
す
る
革
は
相
皆
重
嬰
を
意
味
を
持
つ
も
の
と
解
さ
れ
る
｡

C.
出
雲
玉
造
附
近
の
第
三
紀
層
と
の
関
係

(i:I)
坪
田
良
二
氏
は
玉
造
地
方
を
踏
査
ru
紅
で
を
の
地
域
を
次
の
様
に
匿
分
ruれ
わ
o

(

上
部
･よ
-
)



ツ
ジ
ナ

ィ
､
祁
志
名
圏

乃
水
村
附
涯
の
丘
陵
地
は
戯
-
分
布
せ
る
も
の
注
し

て､
主
と
し
て
凝
次
貿
砂
質
泥
岩
よ
-

戚
わ
､
介
化
石
を
鼎
常
豊
富
は
産
出
す
る
C

キ
マチ

(
'1)

ロ
.
凍

待

暦

凝
次
質
砂
岩
よ
ら
成
-
稀
は
磯
岩
又
は
頁
岩
の
薄
層
む
挟
む
｡
横

山

博
士
は
此
の
暦
よ
少
数
種

の
化
石
を
報
告
し
て
屠
ら
れ
る
｡
筆
者
は
来
待
暦
を
邪
志
名
暦
と
同
性
と
考

へ
､

其
の
岩
質
の
和
典
は
側
面
的
の
相

の
鼻
化
で
説
明
し
た
い
O

Iしノ
〃′サ

二

佐

革

暦

砂
嚢
凝
磐

石
の
み
ょ
-
威
力
.
金
-
化
石
は
産
出
七
夜

い
.
佐
草
附
近
で
は
布
志
名
暦
の
席
下

位
に
､
玉
造
附
妃
に
於
で
は
凍
待
暦
の
寓
下
位
に
在
る
｡

こ
､
砂
質
凝
灰
岩
暦

玉
造
西
方
,FJb
戯
-
分
布
す
る
も
の
で
凍
待
暦
の
下
位
に
奄
-
'
略
佐
革
暦
に
朝
普
す
る

も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

ホ
､
佐
倉
厨

主
と
し
て
砂
岩
よ
-
威
か
'
稀
は
貰
岩
を
挟
む
｡
佐
革
附
近
ほ
於
て
は
安
山
岩
に
程
は
れ
で
其

の
露
出
は
見
ら
れ
な

い
｡

以
上
の
各
層
の
間
に
は
著
し
い
不
整
令
を
ど
の
存
在
は
謎
め
得
ら
れ
ず
坤
的
氏
は
之
等
の
層
と
併
せ
て
索
道
層
群

と
呼
ば
れ
た
｡

(?1)

次
に
横
山
博
士
の
報
皆
せ
ら
れ
た
る
介
化
石
及
び
坪
田
氏
の
採
集
せ
ら
れ
た
る
介
化
石
よ
み
加
賀
と
の
共
通
項
の

内
'
特
性
的
の
も
の
む
幕
げ
れ
ば

C
u
lteth
s

i
z

um
oensis
Y
okoyam
a.
T
ellin
a
o
ptiva
Y
o
koyam
a,
P
e
t
t
e
n

K
a
g
a
mi
anus
Y
okoyam
a
で
.
何
れ
も
布
志
名
暦
又
は
衆
待
瞥
よ
-
豊
富
に
産
出
L
p
加
賀
で
は
湯
ノ
谷
層
及

び
減
ケ
原
潜
又
は
下
中
層
に
多
-
含
ま
れ

て居
る
種
で
あ
る
｡

愈
控
市
北
び
に
富
山
暇
石
効
町
附
妃
の
節
三
和
暦

孟

七

三
三



地

珠

筋

十
九
各

節
四
批

云
八

三
四

叉
布
志
名
暦
の
下
部
よ

り
Protorotella
sp
.
が
相
皆
得
ら
れ
革
は
宍
道
層
群
の
時
代
決
定
に
有
用
を
役
割
を
演

じ
さ
せ
で
も
好
い
と
=
･3
は
れ
る
｡
故
に
大
概
布
志
名
圏
及
び
凍
待
暦
は
湯
ノ
谷
暦
又
は
下
中
層
に
祁
薗
し
中
新
枕
上

部
の
暦
と
考

へ
ら
れ
る
｡

め
､
佐
渡
薄
根
附
近
の
鮮
新
紀
と
の
関
係

(.;i;

佐
渡
鯉
城
附
近
の
鮮
新
続
は
､
豊
富
在
含
介
化
石
暦
に
し

て横
山
教
授
の

｢
青
イ
ク
デ
暦
｣
と
命
名
さ
れ
た
る
も

の
で
代
表
せ
ら
れ
て
居
る
｡
｢
膏
イ
ク
ヂ
層
｣

の
下
位
に
は
横
山
教
授
の
ミ
ソ
イ
ク
ヂ
暦
が
あ
ら
其
の
間
に
は
著
し

い

不
生
食
が
賓
在
す
る
｡

桐
谷
氏
は
此
の
育
イ
ク
デ
暦
を
史
は
棒
状
暦
p
月
立
暦
及
び
二
見
暦
に
分
け
ら
れ
た
｡
月
立
暦
は
介
砂
で
幾
分
石

衣
質
の
所
が
あ
る
｡
月
立
暦
及
び
二
見
嵐
は
登
-
同
位
ら
し
-
泥
質
の
部
分
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な

い
｡

(4
)

｢
育
イ
ク
デ
暦
｣
よ
少
産
出
し
た
介
化
石
は

横

山

博
士
が
既
に
報
告
せ
ら
れ
て
屠
る
所
で
.
之
を
基
礎
と
し
て
､

筆
者
は
次
の
様
な
関
係
を
加
賀
及
び
越
中
の
鮮
新
舵
と
の
間
に
つ
け
た
い
｡

先
づ
其
の
共
通
種
を
調
ぶ
れ
ば
其
の
数
は
略
五
十
に
近

い
.
共
通
種
が
斯
く
多
数
あ
る
と
云
ふ
事
賓
よ
さ
其
の
強

練
闘
係
は
充
分
謎
め
得
ら
れ
る
.
次
に
種
に
就

い
て
明
細
在
る
吟
味
を
試
み
れ
ば
佐
波
よ
り
は
典
型
的
大
桑
暦
の
特

性
的
種
た
る

A
rca
am
icu
ta
Y
o
k
oyam
a,
P
ecten

ku
rosaw
aen
sis
Y
ok
oyam
a,
T
u
rrite
lta
sa
i
sh
uen
sis

Y
o
k
oyam
a
等
は
金
-
産
出
し
を
い
｡
然
し
て
出
川
暦
の
主
要
化
石
で
あ
る

Chtam
ys
s
w

ifti

(B
e
rn
al
d
i)
.

C
h
lam
y
s
cosibens
i
s

h
eteTOgt
ypta
(Y
ok
oyam
a),
P
ecten
yessoen
sis

Jay
.
P
ecte
n
y
ok
oyam
ai

n
.n
.

尊
は
佐
被
よ
-
79亦

非
常
に
多
数

に
産
出
す

る
｡
故
に
｢脊
イ
ク
ヂ
暫
し

は
化
石
動
物
群
の
止
よ
-
田
川
暦
は
充
分



封
此
机
凍
る
と
瓜
ふ
｡
無
し
骨
バ
ク
デ
層
を
成
す
岩
石
は
主
と
L
tJ
中
粒
砂
貿
泥
及
び
泥
で
あ
る
輩
は

m州
厨
と
薫

る
所
で
あ
-
.
大
桑
暦
聖
の
沈
積
物
と
瓜
は
れ
る
が
'
其
の
間
に

レ
ン
ズ
状
を
成
し
て
挟
在
す
る
多
少
石
衣
賛
意
鮮

血
娘
の
化
石
を
も
朝
皆
含

む
砂
は
田
川
暦
型
の
沈
積
物
ら
し
-
佐
渡
の
鮮
新
枕
に
も
加
賀
及
び
越
中
と
同
様
二
つ
の

沈
積
粕
が
あ
る
ら
し

い
｡

宜
'
越
中
八
尾
附
妃
の
鮮
新
枕
及
び
申
新
紀
と
の
関
係

(
別
)

此
の
附
近
の
地
異
に
就

い
て
は
現
在
今
村
氏
が
御
研
究
中
で
p
其
の

概

職

は
昭
和
七
年
の
地
質
撃
骨
絶
食
で
聴
衆

せ
ら
れ
た
が
其
の
後
の
踏
査
の
結
果
蔑
多
の
麓
箪
在
る
御
散
見
を
さ
れ
､
そ
れ
に
就

い
て
は
筆
者
は
親
し
く
御
教
示

を
受
け
る
機
骨

を
典

へ
ら
れ
ね
｡
今
村
氏
の
御
好
意
に
感
謝
の
意
を
敦
し
そ
れ
等
の
新
軍
資
を
参
照
し
tJ
封
比
を
試

み
る
〇
八
尾
舵
と
南
蟹
谷
続
の
闘
係
に
続

い
て
は
既
は
三
､
A
t
イ
の
項
は
於
で
僅
か
乍
ら
触
れ
た
迫
-

A
rca

y
u
notaI

n
i
ensis
n
.
sp
.
を
典
迫
に
産
す
る
と
云
ふ
事
賓
の
外
に
は
何
等
の
確
た
る
デ
ー
タ
を
稗
で
居
を

い
故
は
充
分
在
る
革

は
述
べ
ら
れ
な

い
が
､
筆
者
が
石
黒
圏
と
封
比
し
た
望
月
氏
の
犀
川
暦
の
下
部
の
O
p
ercu
tin
a
venosa
(F.e
t.M
.)

及
び

As

ti･icl
ypeuS
SP;

む
魔
す
る
暦
が
八
尾
附
近
の

O
p
e
rc
u
lin
a
を
産
す
る
静
と
賂
同
位
ら
し
-
.

中
新
枕

の
相
皆
下
位
に
常
る
事
は
明
白
で
あ
る
｡

八
尾
柿
の
上
に
不
整
合
に
在
る
城
鍾
暦
は
主
と
し

て砂
貿
泥
岩
よ
-
成
-
凝
炭
質
の
部
分
も
相
思
あ
る
.
此
の
地

域
の
鮮
新
棟
政
上
部
圏
は
酉
富
山
暦
に
し

て城
雄
健
と
の
間
に
は
薯
し

き
軽
石
骨
が
存
在
す
る
｡
此
の
嘩
石
背
は
恐

ら
-
筆
者
の
軽
石
暦
に
潜
る
も
の
で
あ
-

､城
壁
暦
は
竹

ノ
橋
暦
'
酉
富
山
暦
は
大
桑
暦
は
祁
督
す
る
も
の
と
恩
は

鋸
控
軒
先
び
に
か:=山
煤
ポ
励
町
附
近
の
節
三
紀
伊

云

九

三
五



地

球

節

十

九
各

節
倒
挑

二八〇

三
六

れ
る
｡
印
豊
蹄
出
府
よ
-
今
村
氏
は
多
数
の
介
化
石
を
轡
b
れ
て
屠
る
｡
典
羽
山
丘
陵
に
焼
-
分
布
す
る
砂
塵
暦
は

兼
摂
谷
丘
陵
の
砂
磯
圏
と
金
-
同
様
な
状
態
に
あ
ら
春
日
山
厨
は
封
此
rJる
べ

き
も
の
で
あ
る
｡

p
p
越
後
油
田
地
藷
の
第
三
紀
層
と
の
関
係

(
I

)

越
後
油
=l
地
方
の
雛
三
紀
暦
中
p
豊
富
に
介
化
石
を
埋
蔵
す
る
79
の
は

大

村

氏
の
白
岩
暦
で
叉
友
爪
暦
と
も
呼
ば

れ
て
屠
る
所
の
も
の
で
あ
る
｡
白
岩
暦
の
中
､
件
に
多
数
の
介
化
石
を
含

む
石
衣
質
の
砂
暦
は
笈
川
暦
と
栴
さ
れ
る

も

の
で
燦
々
砂
磯
野
に
推
移
す
る
ら
し

い
｡

(ll
)
横

山

博
士
は
東
山
油
田
地
方
か
ら
の
介
化
石
に
就

い
て
既
は
報
著
さ
れ
て
居
る
｡
其
の
報
骨
中
の
Ⅰ
及
び
Ej
の
暦

は
白
岩
暦
は
､
m
の
暦
は
牛

ケ
骨
圏
は
､

Ⅳ
及
び
Ⅴ
の
樹
は
桃
谷
闇
に
､
Ⅵ
の
静
は
寺
泊
圏
に
相
普
す
る
事
は
其
の

岩
貿
並
び
に
層
序
よ
き
明
白
で
あ
る
T3

次
に
共
等
の
各
層
よ
-
の
介
化
石
を
見
る
ほ
､
自
岩
層
の
動
物
群
と
典
型
的
大
桑
動
物
群
と
の
間
に
は
著
し

い
差

異
は
諦
め
ら
れ
な

い
｡
即
ち
報
骨
せ
ら
れ
て
居
る
白
岩
暦
よ
り
の
種
八
十
種
の
内
三
十
四
種
は
大
桑
骨
か
ら
も
得
ら

れ
る
も
の
で
あ
少
､
共
等
の
共
通
種
の
殆
ル
ビ
総
べ
て
は
相
常
露
要
な
る
稀
で
あ
る
U
故
に
白
岩
瀞
は
大
桑
膚
に
封

此
し
て
も
好

い
と
塩
は
れ
る
が
'
介
化
石
の
外
に
蘇
凝
塊
の
化
石
を
も
多
数
は
含

む所謂
菱
川
暦
は
t
m
川
の
沈
積

相
に
鼎
皆
す
る
79
の
ら
し

い
｡
m
川
の
沈
積
朋
は
加
賀
及
び
越
中
で
は
大
桑
暦
の
沈
積
粕
の
上
に
凍
る
が
'
佐
波
で

は
大
桑
の
沈
積
相
の
間
に
見
ら
れ
る
事
よ
り
菱
川
暦
は
白
岩
暦
の
下
部
は
普
る
も
附
川
の
沈
積
相
と
考

へ
て
誤
は
無

い
と
思
.ふ
0

次
に
朝
常
深
い
源
の
沸
桁
物
-
-
成
る
H
の
静
即
ち
車
ケ
骨
層
は
大
腰
竹
ノ
橋
静
は
朝
常
す
る
ら
し
-
､
雅
谷
簡



は
中
越
洗
洗
苗
輪
廻
の
初
期
-
の
洗
箱
物
で
あ
り
ー
竹
ノ
橋
の
下
部
に
刑
常
す
る
79
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

中
新
世
と
考

へ
ら
れ
て
屠
る
寺
泊
暦
以
下
の
地
層
を
含
む
甥
城
舵
は
略
南
蟹
谷
舵
は
封
此
さ
る
べ

p
uも
の
と
考

へ

ら
れ
る
が
､
両
者
の
沈
積
刑
に
鼎
薗
差
異
が
あ
ら
且
又
充
分
な
材
料
を
有
せ
ぬ
の
で
各
闇
の
明
細
在
る
封
比
は
脚
衆

の
問
題
に
残
し
て
常
-
｡

荷
､
西
山
油
田
の
北
方
の
匿
域
に
放
て
の
み
白
岩
暦
と
不
整
倉
関
係
に
在
る
卸
商
津
暦
及
び
其
の
上
棟
の
塚
山
暦

は
p
大
桑
圏
と
部
分
的
に
不
整
合
閥
係
に
あ
る
卯
炭
山
暦
の
如

き
で
'
其
の
間
の
不
整
合
に
依
っ
て
示
さ
れ
る
浸
蝕

は
地
層
の
系
統
を
本
質
的
は
介
っ
沈
積
輪
池
の
分
界
む
な
す
程
度
の
も
の
で
は
無

い
ら
し
-
思
は
れ
'
塚
山
暦
及
び

湘
南
津
暦
は
北
ハに
中
越
統
沈
積
輪
犯
に
入
れ
ら
れ
て
差
支

へ
無
か
ら
う
と
m
心
ふ
｡

G
t
羽
後
秋
田
油
田
地
方
の
第
三
紀
層
と
の
関
係

(川
)

此
の
地
方
の
第
三
紀
層
は
大
村
氏
に
依
っ
て
既
は
越
後
油
田
地
方
の
第
三
紀
暦
と
充
分
に
封
比
さ
れ
で
屠
み
.
狂

っ
て
加
賀
と
の
闘
係
も
大
墜

別
項
に
於
で
述
べ
た
所
に
殆
ル
ビ
誼
-
ru
れ

て居
る
｡
附
言
し
た
い
の
は
､
大
桑
暦
に

(i;)

対
比
し
&
｡
岩
厨
に
荊
曹
す
る

鮪

川

砂
暦
は
就

い
て
で
あ
っ
て
'
其
の
上
部
の
石
衣
分
咋
嵩
み
且
蘇
最
強
の
化
石
を

相
曹
含

む
も
の
は
､
田
川
暦
と
同
様
な
る
沈
積
相
の
も
の
で
あ
-,hP
此
の
地
方
に
旦

l様
の
沈
積
相
が
あ
る
と
云
ふ

輩
で
あ
る
｡

丸
竹
ノ
楯
暦
の
赫
栗
の
襟

石
と
灸
-
同
質
の
も
の
よ
り
成
る
脇
本
砂
贋
雷

石
暦
中
に
挟
在
す
る
純
白
色
の
凝
衣
岩

が
若
し
加
賀
及
び
越
中
地
方
の
纏
石
暦
に
和
督
す
る
も
の
で
あ
る
琴
b
ば
'
非
常
に
興
味
あ
る
封
比
が
試
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
p
之
は
覗
賓
と
は
甚

だ舶
離
れ
カ
考

へ
で
お
る
か
も
知
れ
怒

い
｡

金
搾
市
北
び
に

･.i:日出
嚇
市
制
町
附
近
の
節
三
紀
伊

天
1

三
七



地

球

節
十

九
聴

解
四
班

二八二

三

八

斑
､
遠
州
掛
川
地
方
の
第
三
紀
層
と
の
関
係

(捕
)(班
)

之
は
就

い
て
は
既
は
鳩
山
教
授
の
粕
薗
明
細
夜
御
報
告
が
あ
る
の
で
､
詳
し
-
は
､
そ
れ
を
参
照
せ
ら
れ
度

い
O

然
し
次
の
革
質
は
表
日
本
の
節
三
紀
暦
と
裏
日
本
の
第
三
紀
層
を
対
比
す
る
時
は
必
然
的
は
起
る
事
柄
で
あ
る
故

に
附
言
す
る
｡

即
ち
対
比
の
主
要
夜
役
割
を
為
す
化
石
動
物
群
は
'
表
日
本
と
婁
日
本
は
於

い
て
は
'
少
数
の
例
外
を
除
け
ば
登

-
其
の
主
構
成
栗
東
を
典
に
す
る
｡
従
っ
て
爾
動
物
群
の
共
通
駕
は
非
常
は
少
を
-
在
る
｡
即
ち
前
者
は
黒
潮
系
統

種
に
過
去
叉
は
現
在
の
日
本
翼
素

(
S
､
S

)
を
伽

へ
た
も
の
で
あ
-
､
後
者
は
親
潮
系
統
種
に
過
去
文
は
現
在
の
日
本

要
素

(
S
.
S
)
を
加

へ
力
も
の
で
あ
る
為
は
､
其
の
共
通
種
は
過
去
又
は
現
在
の
日
本
要
素
に
制
限
ruれ
る
か
ら
で

あ
る
｡
従
っ
て
少
数
の
共
通
種
と
云

ヘ
ビ
も
､
著
し
英
等
が
何
れ
か
の
特
性
的
種
で
あ
る
な
ら
ば
､
其
等
は
非
常
に

韮
要
職
し
て
79
好

い
と
瓜
は
れ
る
.

例

へ
ば

L
atru
n
culu
s
etatus
(Y
ok
oy
am
a
)
及
び

N
assar
iu

s
caelatu
s
d
a
initiensis
M
akiyam
a
等
を

産
す
る
法
林
寺
暦
は
大
田
砂
岩
は
潜
る
と
考

へ
､

U
m
b
on
iu
m

su
chien
se
sub
su
chien
se
M
akiya
m
a
及
び

琶
eri
ca
kobay
a
sh
i
(Y
o
k
oyam
a)
等
を
産
す
る
大
桑
暦
は
細
谷
暦
に
常
る
と
考

へ
る
が
如

き
で
あ
る
｡

以
上
に
述
べ
解
っ
た
事
を
表
に
ま
と
め
上
げ
る
と
大
健
次
の
如
-
な
る
｡
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稔
締
付
北
び
に
･i:=
山
峡
石
釧
町
附
妃
の
節
三
組
慣

天

五

三

九





＼

七
､
結

語

一
､
本
地
域
の
第
三
紀
層
を
上
下
の
二
枕
は
分
つ
｡
金
浬
市
並
は
稲
光
町
近
傍
に
於
で
は
'
下
部
お
園
蟹
谷
統
上

部
を
大
桑
統
と
し
､
石
動
町
近
傍
に
於
て
は
'
橘
蟹
谷
舵
に
対
比
さ
る
べ
き
も
の
を
五
位
山
枕
と
恨
栴
す
る
｡

二
､
南
蟹
谷
妹
は
之
を
斑
は
石
蓑
､
湯
ノ
谷
､
戚
ケ
原
の
三
暦
に
､
五
位
山
続
を
定
に
五
位
山
暦
及
び
下
中
層
は

分
つ
｡
三
､
石
畳
暦
及
び
五
位
山
暦
は
主
と
し
て
火
山
岩
貿
沈
積
物
の
鼎
暦
よ
-
成
る
｡

四
､
湯
ノ
谷
圏
は
並
沿
岸
瀞
の
洗
嘩
物
よ
か
成
-
､
下
中
衛
及
び
減
ケ
原
潜
は
沿
岸
瀞
の
沈
稗
物
よ
か
成
る
｡

五
､
湯
ノ
春
層
'
減
ケ
原
暦
及
び
下
中
衛
の
動
物
群
は
親
潮
系
統
種
に
優
れ
'
純
黒
潮
要
素
と
見
放
さ
る
べ

き
も

の
の
存
在
は
盆
-
静
め
ら
れ
な

い
｡

六
､
橘
蟹
谷
枕
は
越
中
の
八
尾
就
､
越
後
の
頚
城
統
叉
は
羽
後
の
男
鹿
島
庇
に
対
比
せ
ら
れ
る
べ
-
､
中
新
枕
の

も
の
た
る
卦
は
疑
ふ
べ
-
も
無

い
｡

七
､
南
壁
谷
続
と
整
合
関
係
に
あ
る
大
桑
蹄
は
配
に
八
つ
の
暦
に
帥
別
さ
れ
る
0

入
.
法
林
寺
暦
は
大
日
階
に
潜
み
'
其
の
動
物
群
は
親
潮
系
統
種
が
優
勢
で
あ
る
｡

九
､
遠
州
は
放
て
は
､
大
日
階
の
梅
俊
と
縦
縁
音
階
の
海
俊
は
各
々
特
徴
あ
る
沈
積
物
を
残
せ
る
を
以
て
明
確
に
ー

両
者
は
匿
別
せ
ら
れ
LtJ
居
る
が
､
本
地
域
は
於
で
は
法
林
寺
暦
の
分
布
が
極
端
は
狭
-
且
叉
其
の
暦
序
鋼
係
が
充
分

明
か
で
な

い
為
は
其
の
間
の
闘
係
は
唯
推
察
に
依
る
の
み
で
あ
る
｡

鋸
描
心
北
び
に
･:.･=州
聯
T{
謝
町
附
妃
の
節
三
紀
伊

二八T

M
.[



地

球

節

十

九
懇

節
相

継

二条

四

二

十
､
竹
ノ
櫓
暦
は
一
般
は
曙
光
昔
の
沈
積
物
で
あ
る
が
､

虜
の
北
東
方
の
延
長
は
於
で
は
藍
沿
岸
帯
の
沈
積
物
に

移
化
す
る
｡

十

一
､
砂
山
暦
は
特
殊
の
砂
よ
･Ct成
る
｡
其
の
分
布
並
に
愚
序
鏑
係
よ
-
､
竹
ノ
椅
暦
の
選
っ
た
相
の
沈
椅
物
と

考

へ
ら
れ
る
｡

i-
二
p
軽
石
暦
は
全
地
域
は
腫
ら
､
笈
婁
笹
神
準
背
を
な
す
｡

十
三
㌧
大
桑
暦
は
結
線
寺
階
に
常
-
､
其
の
動
物
群
は
粂
-
親
潮
系
統
種
よ
-
威
か
､
完
登
覆
る
記
推
算
背
動
物

群
居
で
あ
る
｡

十
四
'
田
川
暦
は
大
桑
暦
と
同

1
圏
序
に
あ
わ
､
其
の
岩
質
の
和
典
は
沈
積
柵
の
差
異
は
依
る
も
の
と
考

へ
る
0

十
五
､
卯
炭
山
暦
は
金
曜
市
近
傍
に
放
て
は
大
桑
闇
と
不
整
合
関
係
に
あ
る
も
､
石
動
町
近
傍
に
於
で
は
不
盤
合

闘
係
に
在
る
と
は
恩
は
れ
を
い
｡
即
ち
卯
炭
山
暦
と
大
桑
暦
と
の
間
の
不
盤
各
は
不
連
結
で
あ
る
｡

十
六
'
石
堤
暦
は
卯
炭
山
暦
に
相
督
す
る
｡
両
者
は
典
は
大
桑
統
最
終
の
沈
積
物
で
あ
る
.

十
七
､
大
桑
棟
の
輪
廻
の
末
期
は
際
し
て
､
少
-
と
旦
農
日
本
は
於
て
は
小
筒
域
の
地
塊
の
上
昇
運
動
が
誕
め
ら

れ
る
｡
卯
炭
山
暦
及
び
越
後
の
都
南
津
暦
塚
山
暦
は
其
の
.間
の
消
息
を
物
語
る
も
の
と
考

へ
る
｡

十
八
p
大
桑
銃
は
越
後
の
中
越
洗
､
羽
後
の
由
利
舵
に
充
分
対
比
出
来
る
.

十
九
､
春
日
山
暦
は
古
期
は
洪
積
層
と
考

へ
る
｡
L
･L.空


